H ホーム & ライフ 
ソ u ユーシヨン 


HITACHI 

Inspire the Next 


日立 [ E ] ジャー炊飯器 



•ご 使用になる前にこの取扱説明害を ^ 
お読みにな0、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、大切に保を 
し、必要なとさにお読みくだをい。 

•保 誌書は必ず「お買い上げ曰，販売 
店ち」などの記入をご確認くだ立い。 


が 




分八* 




香誤般嗯控 


たまご雖软 


取扱説明書 

RZ-AD10 お / RZ-A 

〈保証書付き > 保証書は襄表綱こが 1 


弓!^ずさ々が含 


L 泌魁き麻 


家庭用 









おいしを & ヘルシー鲁 春 


全周大义力巧を&ワイドイジパーター 




底と測商に大义力の IH を配置し、1400 W の大乂力で内蓋を包むように加熱します。 
ワイドインパーターで弱乂か5強乂まで火加減して巧き上げまず。 


見は0巧をセンサー 


ふたから内祭の中の温度を見る1■見は0巧きセンサー」を採用。蓋底のセンサーと 
ともに、温度をチェックしなが5 乂加減し、少置も満量もおいしく炊き上げまず。 



ンプル巧ま 


を周大义力 IH の熱を劾率よくおホに伝えまず。上端のリングが断縣効栗を高めまず。 



(^無巧ホ巧応 J 

無洗米（研がずに炊けるお米）専用の計*カップと専巧の火加減コースで 
おいし < 炊き上げまず。 


裡康メニュー 

炊込み/発巧玄米/ち米/玄米びゆ/雑げ/おかゆの6種類の健康メニュー 
びおいしく炊けます。おこわ/麦ごはん/分づき米も炊けまず。 


お手乂れ簡単 



ステンレスボディー 


お手入れしやずいク U アコートステンレスのボディーです。 


託える、ふた加おお 


ふた巧面が、はずせて洗えまず。 


クリーニング機81 


気になるにおいや巧れとりび楽になりまず。 
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現な時刻の合わせかた… .. ..... 7 
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おいしく食べるひとくふう . . . 目 
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ごはんの巧をかた 


ごはんの饮きかた 

白米/無洗米（快速/おこげ/ル軍力) . 10,11 

健康メニュー 

(炊込み/発芽玄米/玄米/玄米がゆ/雜砍 / おかゆ）… 12-13 
予約炊飯のしかた 

予約げ飯 . 14 
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保温について 

おさえめ保温 . 16 

保温中のごはんの巧加熱 . 16 

音で確認できる時刻含わせ操作 . ………… 17 

お手入れ . . .. ………… 1 S .19 
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料理ま 


21〜29 


仕 樣- .. ... . 30 
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お使いになる前に 国 ごはんを巧く前に ■ごはんの 巧きかた 


巧いかた 
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哀をのため!巧ずお巧 D < だをい 


の機器は一般家庭用でず。業務用にはお使いにならないでくだをい。 


A 警告 


この表示を無視して誤った取り扱いをずる 
と、人が死 t または重傷を負う可能性び想 
定される内容をおしています。 



この表示を無視して誤った取0無いをする 

A 注意 

と.人げ損害を賃5可能性が想定される内 

容および物的損害のみの発生が想定さ打る 


内容を示します。 


絵表示について 

この取扱説日月書および製品への表示では、製品を安 
全に正しくお使いいただ击、あなたや他の人々への 
宿害や財産への援害を未然に防止ずるた创 こし 巧い 
ろな 給表示をしています。 

その表示と憲巧はちのよラになっています。 

巧容をよ < 確認してか b 本文をお読み < ださい。 


A 警告 ， 

改造はしない / Ci \ 

修理技術者 1 U がの人は、 ^ 

絶巧に分解したり、修理をしない がぉ社 

火ぶ•感電-けがの原段 
修理はお買い上ばの販売店または曰な家電品 
のお客様ご相談窓口にご相談ください。 

プラグの巧や巧の取付部分にほこりが A 
付着している場合はよく く が 

火災の原因 n 

ダも 

吸気口•排気□やずさ間にピンや針金 /〇 
などの金属物等、異物を入れない Vjy 

感電や異苗動作によるけがの原因 

排気口 

定格1已 AJ；l 上のコン 
使巧ずる 

他の器具と併巧ずる 
と分岐コンセント部 
の異常発熱による発 
火の原因 

た 

1 

ノ ト をを独で0 

夕 Am ：) 

プラグはコンセントの奥までしっかり A 
差し込む V 

発煙-火災の原因 

めれた手でプラグの 
抜き差しはしない 

麵原因 1 

1 

(§) 

,„ / Jte れモ经1卜 

子供だけで使用させたり、幼兒の手のべ>^ 
届くところで使用しない ^ 

感電-やけど*けがの原因 

發 

コードやプラグが傷んでいたり、 コン^ 
セントの差し込みがゆるいときは使用 じ V 
しない 

感電-シ 3 —卜•雜火の原因 

コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げた 
り、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり、高温 
部に近づけたり、重いものをのせたり、はさみ 
込んだりしない ^ 

コードが破損し、感電，火災の原因 1 V 

交流1外の電源は使用 しなし 、 ^ 

感電-火災の原因 'Oy 

炊飯中は絶巧にふたを開けない A 

やけどの原因 

かにつけたり、水をかけたりしない 
感電•ショートの原因 

本めれ g 止 

蒸気□に手を触れない / 

やけどの恐り 

特に乳幼児には触れさせない 接ぉ禁止 

J 


お使いになる前に 


安全のたゆ必ずお巧0<だを 
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0 〇 


給表ちの例 

A 

この記号はミ主意（危険•警告を含む） 
を促す巧客があることを告げるも 
のです。図の中や近傍に具体的な 
ま意内容が描かれています。 


この記号は禁止の行為であること 
をちげるちのでず。図の中が近傍 
に具体的な禁止内容び描かれてい 
ます。 


この記号は行為を強制した0指示 
ずる内容を告げるちのです。図の 
中和お糖に具体的な指示内容が描 
かれていまず。 


么江思 

水のかかるところや、乂気の近くではべ3^ 
使用しない vV 

感電-漏電の原因 

む臓用のペース一力一をご博用の場合は、 

本製品の使用にあたっては、医師とよくご巧 
談ください 

本製品の動作がペースメーカーに影響を A 
ちえることがあるため 、， 

すま定な場所や熱に弱い敷物の上では 
使巧しない 'ey 

火災の原因 

プラグを抜くときは、コードを持たず A 
に必ずプラグ部分を持って引き抜< 

感電■シヨー ト- 発火の原因 

専巧の巧がま凹巧は掩用しない ^ 

過熱-異常動作の原因 ^Oy 

使用中や使用直後は、巧がまとつ手や /» 
リング、調圧キャップなどの高温部に ^ 
触れない 接禁止 

やけどの原因、 

特に乳幼おには軸れさせない 

コー ドを巻迂取るときは、 A 

プラグを}わてあこなう wW 

]— ドがあたってけがの原因 

本体を持ち運ぶときは、フックボタンに軸れ 
なし、 广^ 

ふたび闊いて、けがややけどの原因 

お手入れは本がが喘めてか 5 巧う A ' 

高温部に®6れ、をけどの酬1 WW 

壁や家具の近くで使わない ^ 

また、キッチン用収納棚等を使用すると じ y 
さは中に蒸気がこち 5 ないよラにする 
蒸気または熱で壁や家具を傷め、愛色-変形の原因 

使用時政列は、プラグをコンセントか！ 5 巧く が 
絶縁梁 化に よる感電 

漏電による火災，やけど•けがの原因 フ夏ミ 5 

し 


f お願い 1 

•吸気□-排気□をふさぐような場巧（壁か5 
10巳の切巧、じゅラたんやビニール袋、アルミ造 
などの上）で使用しないでくだをし、。 

故障の原因になりまず。 

• 異物がついたまま使わない1 
故障 や5まく ぃ 

のけない原因 '' 

になりまず。 臘基詰 

感 

ごくださし、。 

^0— 淵センサ- 

•ふさんやタオル等、ふたを覆ったが態で®むないでぐださい。 
変色-をお，故障の原因になりまず。 

1」ンブび友たる部分 

•内がまを直火にかけたり電子レンジで加熱したり、 
電磁調理器に樓用しないで<ださい。 

巧がまとっ手やリンヴが変形したむ、フッ素被膜がは力 i 
れる原因になりまず。 

•磁気に弱いちのを近づけないでくださし、。 

キャッシュカード’自動改札用定辨券•カセットテープな 
どの記憶が消える恐れがありまず。 

•テレビ’ラジオ-インターホン-コードレス電話 
の近 < で使わないでくださし、。 

雜音や画面のちらつをの原因となる恐れがあ D まず。 

• 炊飯中は A ンドルを立てた0、 

本体を持ち運ばないでください。 

蒸気が出てやけどの )1 因になりまず。 























































各部のなまえ 


ふたを閉めるとをはや巧部を巧ず 

良 


ふた加熱板 



蒸気口 



調圧キャップ 

はずして洗えます 
はずしかに岭19ベージ 


フックポタン 

巧ずとふたが開< 


排気 □ 


の気 □ 


はずして洗えます 
はずしかた与>1日ページ 


ふた A " ツキン 


巧がまとつ手 
■ J ング 
A ンドル 


操作音 P 煩いかた与>フぺージ 


コード赤マーク W 上は引き出さない。 

プラグ 


しゃちじ受け取り巧け部 


A 付属品 




しゃもじ受け 

本体のしゃちじ受け 
おり巧け部に取り付ける 


計量カップ 
(2 個） 



0 


白米用 

巧180 m し 
(約1合） 


無洗ボ用 

(グリーン） 
巧 170 m し 
(約1合） 



しゃもじ受け 
取0巧け部 


J 


お使いになる前に 


各部のなま无 
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操作部 


保温選択ボタン —— 

巧温するとを、またはな温中 
に保温コースの選択をします。 
=〇16ぺージ 

時刻含わせボタン ー 

棍巧時刻 • 予約時刻 • 浸し時間 
をセットします。 

=> 7‘14‘15ぺージ 


表示部 



か IgmsM 


炊寺分けボタン 

白米•無洗ホの炊きか 
た及びクリーニング機 
能を選おしまず。 

皆 1 CM 1ぺージ 


メこ ユー ホタン 

S 種媛の健康ゾニユー 
を選おします。 

吟1己 -13 ぺージ 


ふ TC 


mm 


in 


iri 


A 樣華 

•がが 


予約ボタン炊飯(再加熱）ボタン切ボタン 炊飯ボタンに rai 、 切ボタンに r=u 

(予約ランプ） （炊飯ランプ） の凸部をつけて目の不自曲な方にがして 


=> 1 4' 15ぺージ 


配慮してあ0ます。 


表示部 


(図は説明のためをての表をが点巧したがおです。） 



現巧時刻の合わせかた > メ□ディーとブザーの切 0 替えかた, 


f ♦例）現な，午を目:30分で、表示が午後で27のとき ] 

嫁午前と午後を間違えないようにしでください。 

^ ゾ 

|Tj プラグを差し茲む 


、 

1 ^ 

白化 

•-1* コ 

J 

ド) のまたは尽) 

" ^ 
を時刻が点滅ずるまで巧ず 
(約 0.5 抄間） 

V 


' - isi 

广侣呵 

I •• こ ’，- 

* J 


@ 色および回 


で時刻を合わせる 


(ボタン操作後、5秒で点滅が点灯に変わると、売了) 


B：BtJ 


時計は工場出荷時から動いていまずが、室温により 
1力ちに約呂分の誤差びでることがあります。 
ずれているとさは、現在時刻に食わせてくだをい。 


春炊飯開始と饮き上び D をメ □ディーでお知5せします。 
•なのち法でメ □ディーの襟華とお音及びブザーを切り 
替えられまず。任場出荷時はメ□ディー(標準)です。） 


( T ) 保遍選択ポタンを巧す 



予約ボタンを約日抄間巧し続ける 
メ □ディー（標準） 


予約 


与 >► 


メ □ディー(低音） 


約曰砂間 
押し続ける 


ブザー 


おった音に 
切り替え完了 


好みの音が 
鳴るまで繰 
り造ず。 


切ボタンを押す 




切 










































































































































































ご 

は 

ん 

を 

か 

< 

刖 

に 


おいし<食べるひと<ふ3 



- お米は正しくはかる --- 

•お米は、必ず白米*瓶先米の種類にあった付属の計靈カップではかってくだ立い。 
参計呈米びつは、付属の計量カップの量と異なる場合があり、使いかたによって 
は誤差びでることがありまず。 


手早<十分に研ぐ 

•おホは最巧のかをいち早 < 吸収します。ヌカのにお 
し、がつかないように最巧の水は手早く捨てましよラ。 
•研いだ泌ま、水力巧れいになるまて叫けがあいましょう。 


炊き上がった5ほぐす 

•底のほラか5ごはんをつぶさないよラに、大さ< 掘0おこすよラ 
にほぐします。余分な水分び逃げ、ふつく5おいし<なります。 
参欢を上げった後、そのまま保温ずる場合でも必ずほぐしてくだ 
さい。 



少量のごはんは 

参ごはんの量がかなくなってきた5、 
なるべく内がまの中巧に盛るように 
して < ださい。 

(乾燥やべちゃつきを巧ぎまず。） 


おいし<保温するために 
次の保温はやめましよラ 

• 12時間切上の標準保温、24時間拟上の 
おさえめ保温。 

•ぶめたごはんの温め直しやごはんのつざ 
たし。 

•しやちじを入れたままの巧温。 

•白米!;(が(炊込み、おこわ、発芽ち米、玄米、 
おかゆ、雜喊など）の保温。 

•お米をよく研びなし、で炊いたごはんの保届。 


メ亡 

• a ホで12時間を超える保 
温や、白米切がのごはんは、 
ラップに包んで冷凍庫に保 
存し、電子レンジで温め直 
すとおいしく食べられまず。 

•保遍中ちとをどをほぐずこ 
とがおいし立を保つコツで 
す。 



分づを米とは 



糊が怠 

卢％瑚ぉ眉 

i 狂乳寺種 E 

い乳如を 

卜扎女 i 巧 


冷狂穿 

胚芽 

3分づをが 

5分づずホ 

7分づき米 


•分づき米とは、上図のよラに、精米するとをに栄養素 
を残したお米のことでず。 

•3 がづき、已分づを、7分ゴきとを r 分づき米」の水位 
目盛で、健康; ニ ューの「を米」で炊いて < ださい。 

発芽玄米とは 

•発す玄米とは、を米をかにつけてわずかに発すさせ 
たもので、ビタミン•ミネラル•食物繊維び白米より 
をく含まれていまず。 

•発芽玄米をのく場合は、発す玄米1に対して、白米2 
の割をで患ぜ含わせ、 r 白米（無洗米）ふつ引の水 
の目盛（例:発芽を米1カップ•白米2カップの時は、3 
カップの水位目盛に合わせる。）で水加減し、腫康メ 
ニューの「発すを米」を選んで炊いてください。また 
発芽ち米の種類によつ口ま、炊き上がりびかために 
なつたり、やわらかめになる場含びおりますので、お 
巧みにより水加減をしてください。 


水加減とげき分け 

•お米の種類やお巧みに合わせて水加減をしてください。 
•お巧みによっては r 硬（すし）」の水位目盛よ0ご5にかな 
め I r 軟 J の水位目盛よりさらにをめにが加減してください。 


お米の種巧 

水加巧 

巧!さがけ 

がホ 

白が(楠洗ザ）想の水に目駐 

白米 

軟質米 

白本(が巧米)ふつうの水巧目留 

硬質米 

白ホ[お巧米)がの水位目盛 

胚ま米 

古米 

長粒種 

(輸入が） 

おなザ 

白ホ(無就お)&つ5の水な目な無ミを米 


無洗米とは 

参 r お洗米」とは、就わず（研がず）に炊けるお米のことで、 
普通に精米した場含に米粒の表面に残る細かいヌカを取 
0除いてあ0まず。 

• r 無;先米」の製法•銘柄の種類によって炊をあがりに差が 
でる場をがありまずので、水加減やお米の看はお巧みで調 
整して < ださし、。 

参地域によって「無洗米 J が入手しにくい場合もあります。 

なぜおこげがでさるの？ 

炊き上がったごはんのを分な水分をと0、香ばしさと風陈を 
生み出すためでず。おこげび気になる对ホ、洗米のとき十分 
にお米を洗い、米タカをよく落としてから炊いてください。 
白米材外のごはんや無洗米を炊 < とおこげびでをやずくな 
りまず。 ’ 


巧巧の準備 


お5しく食べるひと<ふ5 
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巧旗の準備 


*雑厕ま 12,13 ぺージぞ参照 


f 例)由おで3カップのおホを峽くとき 

付属の計量カップで 
お米をはかる 


参すりきり1杯び約1 80 mL (約1合）でず。 

春無洗米は無洗米用計画カップでお米をはかる。 
すりきり1杯び約1 70 mL (約1合）でず。 





必ず水就いをして、底か5かき 
混ぜ、お米と水をなじませる。 
にごる場合は、ずずぐ。 



巧たつぶりの水でヴツ 
とかき混せ、水を 
お旱く捨てる。 


感 r 巧ぐ一洗い流す J 
をく D 返し、水がき 
れいになるまで洗う。 


•十分に巧い流しでください。 
(おこげが出巧たり、ヌカ具くなる 
原因） 

ななて器などを使わないで<ださい 
(フッ巧被联びはびれる原因} 

無洗米の塌合上から水を入れただ 
けだとおおが水になじまず上手< 
炊けないことがあります。 

■無洗米の場音にご0が強いと焦げ 
た0、ふをこぼれた0、を寅 E えにな 
ることがあ0まず。 



J 


メニューに合った水位 
目盛で水加減をする 


隹網が W 





無洗米は製法によって水加が 
が異な D まず。水位練を目安に 
お好みで水加減してください。 


(1 ,0しタイプの場合) 



•お米は平5にな5し、水平なとこ 
ろで水加減してくだホい。 

(饮をむをの原因) 

• お巧は使わないで < ださい。 

(ベちゃつきの原因） 

• アルカリ度の高い水で炊飯すると、 
ごはんが黄をしたり、ベちゃつい 
た D ずる場合がありまず。 

* 水位目盛 r 軟•ふつう•硬（ずし） J は 
目巧のか如なでず。 

《•おが别こよっては栖（ずし) J の水位 
目盛よ0更にがなめ、 r 敕 J の水位 a 
盛ぶり更にをゆにが加減してくださ 
し、。 


•を**.- 


巧びまを、本体にセット 
ずる 





•巧がまのまわり.底の水気•異物 
をふ去取って < ださい。 


5) ふたを閉めプラグを 
差し込む 



4かな IBM 




•ふた加激板•調圧キヤッフがつしているか確かめてください。 

* みたは r カチッ J と富がするまで、ゆつく D と躍実に閱めてくだ 
さい。 

《•ブラグを差し込むとき方チッと盲がしたり、火巧がでる場さび 
ありますが、インパーター回路に巧巧するためでな廣ではあ 
0ません。 jrj 


ずぐに炊 < 場舍 


旌康ゾニューを炊く場合 


予巧して炊<場含 


覆してから饮< 場含 


10ページ珍照 


12ぺージ参照 


14ページを照 


1己ページを照 


ごはんを巧<前に 


9 











































































































